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新入生の皆さんに贈るメッセージ
west breezewest breeze west breezewest breeze

2022年度学生表彰
「感性可視化ツール」の開発

情報科学研究科知能工学専攻 講師　目良 和也
めら かず や

　精神的価値が成長する感性イノベーション拠点（感性COI拠
点）では、広島大学とマツダ株式会社技術研究所を中心に広島県
内外のさまざまな企業や研究機関が連携して、最新の脳科学に基
づき人と人、人とモノを感性でつなぐBrain Emotion Interfaceの
開発を目指しています。言語音声メディア工学研究室は、2012年
より感性COI拠点の一員として、声の大きさや高さの変化傾向から
その人の感情や心理状態を推定するシステムの研究、さらに脳計
測情報と連携することで本人も気付かない無意識下の心の状態
を検出するための研究を行ってきました。
　これらの研究成果に基づいて作成した感性可視化ツールは、
2022年に採択されたCOIプログラム令和4年度加速支援におい
て開発が進められた「みらい健康手帳」アプリに、試験的に導入さ
れています。みらい健康手帳は、自分のヘルスデータを記録・整理・
可視化することで、自分の健康状態に気付くことを目的に開発され
た総合健康アプリで、この感性可視化ツールが、スマートフォンに
向けて話した声を解析し、喜怒哀楽など11種類の感情の尤度（そ
の感情らしさの度合）を推定します。このアプリを使って日々の気分
の落ち込みやストレス状
態を継続的に計測する
ことで、心の不調を自覚
したり、カウンセリングの
早期受診を促したりする
ことができるのではと期
待しています。
　現在、大学内外のイ
ベントでのデモ展示のほ
か、北広島町や広島大
学での実証実験などを
行っています。コロナ禍
で人とのつながりが薄れ
孤独感に悩む人が増え
ている中で、これからも心
の健康管理に役立つよ
うなシステム開発を行って
いきたいと考えています。

研究紹介

第3回東広島マーケットでの感性可視化ツールデモ展示の様子

感性可視化ツールの動作画面

学長　若林 真一
わかばやし しんいちチャレンジ、読書、そして平和

よしだ  ゆきひろ

芸術学部長　吉田 幸弘

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。広島市立大学を代表して皆さんのご入学を心より歓迎します。
　この3年間、世界はコロナ禍で大変な時を過ごしてきました。皆さんの多くも、高校生活では大きな影響を受けたこと
と思いますが、やっとウィズコロナ、そしてアフターコロナの世界が見えてきました。それだけに、大学には大きな希望や
夢を抱いて入学したと思います。
　皆さんにはそうした希望や夢をかなえるのに十分な4年間という時間があります。一方で、「光陰矢の如し」とも言わ
れます。ぼんやりしていると、あっという間に4年が過ぎ去るかもしれません。
　そこで、有意義な学生生活を送るためのヒントをいくつか書きます。1つ目は「チャレンジしよう」ということです。大学で
は、自分次第でいろいろなことにチャレンジできます。新しいスポーツを始めるのもよいでしょうし、見知らぬ土地に旅に
出るのもよいでしょう。何事もチャレンジすれば、新しい出会いがあり、新しい知見を得ることができ、新しい自分の可能
性が開けるかもしれません。
　２つ目は「本を読もう」ということです。ほとんどの情報はスマホで手に入れている、という人も多いと思いますが、私は
あえて本を読むことを勧めます。「知る」ことはスマホでできても、「考える」ことはスマホではできません。そして、人生を豊

かにしようと思ったならば、自分の頭で考えることが不可欠です。物事を深く考え、判断する力は読書でしか育まれません。
　３つ目は「ヒロシマと平和について学んでほしい」ということです。1945年８月６日に広島市で起こったことは、人類が忘れてはならないことです。ウク
ライナ戦争で核戦争の可能性も取り沙汰される今こそ、平和について学び、そして考える時です。広島で育った人も、広島以外で育った人も、広島市
立大学で学ぶことになったことを機会に、平和について深く学び、平和に対してどう向き合っていくかを考える人間になってください。
　最後に、米国ニューヨークのデザインベンチャー企業Holstee社のマニフェスト（社訓）“This is your life.”から一部を抜粋して皆さんに贈ります。新
入生の皆さんにピッタリの言葉です。
　“Travel often； getting lost will help you find yourself. Some opportunities only come once, seize them. Life is about the people you 
meet, and the things you create with them. So go out and start creating.”
　これから始まる本学での経験と創造が、皆さんの人生を豊かにしてくれることを心から願っています。

夢に向かって

　本学にとって、皆さんは記念すべき30期
生となります。開学時、将来の第2のダ・ヴィ
ンチを育てるべく芸術学部も設置されまし
た。ご存知のとおり、ダ・ヴィンチは芸術家で
あるだけでなく、多彩な才能を持ち合わせて
いました。夢はとてつもなく大きいですが、一
緒に夢を現実に近付けるよう、少しずつで

も一歩一歩進んでいきましょう。新型コロナウイルスの禍が収まらな
い時期での入学となり、不安もあると思いますが、お互いに期待し、
充実した学生生活を送れるようサポートしていきたいと思います。創
造力と実行力を持って、いつの日か夢が現実となる日を願っていま
す。

おおしば  りょう

平和学研究科長　大芝 亮

戦争と平和について考えましょう

　昨年2月、ロシアがウクライナへ軍事侵攻
し、戦争が始まりました。ロシアは核兵器使
用の可能性も示唆しています。核戦争の脅
威は現実のものとなり、世界は伝統的なパ
ワーポリティクスの世界に戻りつつあるかの
ようです。しかし、ロシアと米国・欧州諸国は
経済的には深い相互依存関係にあり、米

国・欧州諸国がロシアに対して経済制裁を科し、ロシアが欧州への
天然ガス供与を遮断した結果、双方とも大きなダメージを受けていま
す。さらに、ロシアはウクライナの原発施設所在地域へ軍事攻撃を
行い、放射性物質拡散の恐れも現実化しています。地球環境が脅
かされているのです。そして、子どもたちを含む多くの人々が犠牲に
なっています。このような残虐な戦争を終わらせ、平和を守るために、
被爆地・広島は何を提起できるのか、一緒に考えていきましょう。

きむ　 よんほ

国際学部長　金 栄鎬

皆さん自身の選択で実りある大学生活を

　今から4分の3世紀も前のことですが、
E.H.カーという社会科学の大学者は、個人
と世界をつなぐ中間単位としての国家や民
族や地域について考察しました。個々の人
間はそれぞれが多様な関係を結びつつ、地
方から国家へ、地域から世界へとつながり、
またそれぞれのスケールにおいても属性、

仕事、趣味、信条、利害などで切り結ぶ。国際学部では、人、集団、
社会、地域、世界について、人文・社会科学の分野から幅広くかつ
掘り下げて学ぶことができます。高校までとは異なり、大学での学び
や各種活動は、皆さん自身の選択によって切り開かれていきます。
広く関心を向け、深く探求し、実りある大学生活を送ってください。

いしみつしゅんすけ

情報科学部長　石光 俊介

情報科学の未来を生きる君たちへ

　広島市立大学は、AIが世の中に広まる
ずっと前、1994年の開学と同時に情報科
学部を立ち上げました。恒久の平和を見つ
めるように、未来を照らすようにして立ち上
げられた学部でした。遠くを照らす灯台が荒
波に耐えるように、時間をかけて皆さんに情
報科学を教育する基礎を築いてきたので

す。皆さんは未来に希望と不安の両方を抱いていることでしょう。皆
さんも考えるように、社会ではIT人材が求められ、AIも電卓のように
道具として生かされる時代になります。AIは人間を超えるのでしょう
か。しっかりと基礎を築いてきた情報科学部が、灯台のように皆さん
の未来を照らします。知識の基礎を築いて未来をしっかりとしたもの
とするために、情報科学の自分を建設してください。期待しています。

広報誌名
広島市立大学広報誌の表紙タイトル「W.B.」（「WEST BREEZE」の
略称）は、広島市立大学のある西風新都にちなんで命名されました。
編集・発行／広島市立大学 広報委員会
発行日／2023年4月１日

在学生、卒業生を問わず、国内外のさまざまな分野で活躍する「市大人」を紹介します。活躍する市大人
大学院から入学したからこそわかる市大の素晴らしさ

―現在のお仕事につ
いて教えてください。
　洋画家をしています。
その他、母校である京
都芸術大学（旧・京都
造形芸術大学）で講師
をしたり、絵画教室で指
導をしたりしています。

―市大で学んだこと
は、仕事や制作にどの
ように生かされていま
すか。
　私が洋画家になれた
のは、市大名誉教授の
野田弘志先生の教え
によるところが大きいで
す。先生の下で西洋絵画の哲学や写実絵画の本質を勉強できた
ことは、今でも私の宝です。そして、大学院生時代に、画壇にデ
ビューさせてくださった大学のサポートにも感謝しています。今でこそ
当たり前のようになされているこのようなサポートも、当時はとても珍
しく先端をいくものでした。

―大学院への進学はどのような経緯で決めたのでしょうか。
　動機は写実絵画を学びたいというものでした。洋画壇では広島
市立大学＝写実絵画といわれるほどですが、その兆しは当時から現
れていたと思います。もともと私は写実的な表現を志していたので
すが、京都の大学は抽象画や現代美術が盛んで写実絵画は学び
づらい環境でした。当時進学に悩んでいた私に、市大の森永昌司
先生のお知り合いであった京都の先生から、「広島市立大学に野
田先生がいらっしゃる」とお聞きして、写実絵画を学ぶなら日本で一
番とされる画家の下で、と考え進学を決めました。

―市大のいいところを教えてください。
　芸術大学出身の私にとって、国際学部や情報科学部も併設さ
れた総合大学である市大での学びは、とても刺激的なものでした。
異なる学部の学生が交流しつつ学べる様子は、とても素晴らしいも
のに映りました。そして、学ぶ環境も充実していると感じました。芸術
学部の工房には、専門的な機械や道具がそろっており、図書館で

は芸術分野だけに偏るのではなく、幅広い分野の資料を手に取る
ことができました。学部から市大に入学すると気付けないと思います
が、外から入学した私にとっては本当に理想的な環境でした。

―学生生活で印象に残っていることは何ですか。
　大学院入試の際に、膝まで積もった雪をかき分けながら校舎に
入ったことです。降雪の少ない広島市内であるにも関わらず、入学
後も年に一、二度大雪に見舞われるのが、大阪出身の私にとって
は驚きでした。また、行事としては、学部生の研修旅行に参加したこ
とが印象に残っています。先生方や後輩達との旅行は、今でもいい
思い出です。

―今後の活動や、目標が
あれば教えてください。
　画家として作品制作、発
表を真摯に続けていくこと
が、お世話になった市大に
対する恩返しだと考えていま
す。その活動の中で、後輩
や教え子、絵画教室の生徒
さん達にも、絵画の素晴らし
さや制作の楽しさなどを伝えていければと思っています。また、現在
教壇に立っている京都芸術大学でも、市大で学んだ写実的絵画
技法や古典技法などを教えていきたいと考えています。

―最後に後輩たちへメッセージをお願いします。
　市大は、学ぶことに適した素晴らしい環境や施設に恵まれた大
学です。学生の間は、それらを遠慮なく使ってしっかり学んでください。
そして、総合大学の強みは、学修の面だけではなく、さまざまな分野
の友人が作れることにもあります。どのような分野でも、一面的な考
え方だけでは偏りが生まれます。多種多様な考えに触れ、自分自身
のアイデアを多方面から構築してください。きっとそのことが、卒業
後の皆さんの大きな力になります。学生時代は短いですが、人生で
最も重要で濃密な時間です。有意義な時間を市大で過ごして、世
に羽ばたいていってください。

（芸術学研究科（博士後期課程）総合造形芸術専攻2003年度単位取得満期退学）　大路 誠さん
おおじ まこと

大路 誠（おおじ・まこと）
芸術学研究科（博士後期課程）総合造形芸術専
攻2003年度単位取得満期退学
洋画家、京都芸術大学講師、白日会会員、日本美
術家連盟会員
HP／http://ojimakoto.com/
Instagram／https://www.instagram.com/makotooji/

白日会の展覧会でのギャラリートーク

学長奨励賞（上半期）

学長奨励賞（下半期）

学生顕彰（上半期）

学生顕彰（下半期）

芸術学部デザイン工芸学科4年
かわだ　　あゆり

河田 歩里
「第50回記念伝統工芸日本金工展」において21+金工部会賞を受賞。

芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻2年
みまつ　　たくま

三松 拓真
「電車でアート散歩」において移動型の個展を実施し、地域の活性化に貢献。

芸術学部デザイン工芸学科3年
くぼ　　 ちひろ

久保 千優
じょうやま　ゆづき

城山 優月
アサヒグループジャパン株式会社との共創ゼミにおいて積極的に取り組み、「エコプロ2022」
で高い評価を受ける。

情報科学研究科（博士前期課程）システム工学専攻1年
さかもと　  しんいちろう

坂本 慎一郎
学部在籍中、多数の卒業研究を発展させ国内学会、国際会議において対外発表するとともに
筆頭特許を執筆。

芸術学研究科（博士後期課程）総合造形芸術専攻2年
とう　　 しき

唐 詩琪（TANG SHIQI）
アート展覧会「自然派-芽出-」を開催し、中山間地域の活性化に貢献。また、広島市現代美術
館が企画する「どこかで？ゲンビ」においても、作家として選出。

芸術学部デザイン工芸学科4年
あわね　  せいいちろう

粟根 誠一郎
「第28回伝統工芸諸工芸展」において入選。

芸術学研究科（博士後期課程）総合造形芸術専攻2年
どい　　  きこ

土井 紀子 
「WALL ART PROJECT “2045 NINE HOPES”」において20代アーティスト代表に選出。

第29回 大学祭実行委員会
コロナ禍以降３年ぶりとなる入場制限の無い大学祭の開催を成功へと導く。

uksy
ウクシー

大崎上島で空き地の再生に取り組み、地域の課題解決に貢献。

Hiroshima Young Peace Builders
旧広島陸軍被服支廠の歴史を題材に紙芝居を制作、さまざまな場所で講演するなど、平和メッ
セージを発信する新たなカタチの創造に取り組む。

情報科学部医用情報科学科4年
おのさか　 ゆたか

小野坂 浩
「日本生体医工学サマースクール2022」において相互投票賞を受賞。

芸術学部美術学科4年
きかわ

鬼河 ひなた
「第43期国際瀧冨士美術賞」において優秀賞・グランプリを受賞。

情報科学研究科（博士前期課程）システム工学専攻2年
かめやま　  ゆうき

亀山 勇希
「16th ICICIC」においてBest Presentation Awardを受賞。

芸術学部美術学科4年
いとう　  たいかん

伊藤 大寛
「六甲ミーツ・アート芸術散歩2022」において奨励賞を受賞。

芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻2年
ひらお　　　ゆりな

平尾 祐里菜
「AAC2022／第22回学生限定立体アートコンペ」において最優秀賞を受賞。

情報科学部知能工学科4年
こうの　　  ゆみ

河野 友泉
2020年度から３年続けて特待生に選出。

芸術学部デザイン工芸学科4年
どい　　  あこ

土井 亜子
「第225回ザ・チョイス」において入選。

芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻2年
いのうえ　  なおや

井上 直哉
「NOBUKO基金ART第1回絵と言葉のチカラ展」において上野松坂屋賞を受賞。

芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻1年
かわもと　　みか

川本 実果
公募展において３度の入選、受賞および作品展示をするなど、積極的に活動し、高い評価を受ける。

国際学部国際学科4年
かきもと　  ちひろ

柿本 千裕
2020年度から３年続けて特待生に選出。

本学では、学内外で顕著な活動をした学生たちの表彰制度を設けています。
2022年度は、次の学生と団体が「学長奨励賞」「学生顕彰」を受賞しました。

※学年は受賞当時

「WEST BREEZE」へのご意見・ご感想を募集します
広島市立大学　広報委員会
○E-mail ： kikaku@m.hiroshima-cu.ac.jp
○Tel ： 082-830-1666　○Fax ： 082-830-1656
WEST BREEZEのバックナンバーは、大学ウェブサイト「大学紹介」＞「大
学広報」＞「広報誌「WEST BREEZE」」に掲載しています。

おめでとうございます
■本学大学院における博士学位取得者（2022年度 春季修了）
　○情報科学研究科

　○芸術学研究科

■本学大学院で認められた論文博士学位取得者

■情報科学研究科（博士前期課程）１年の久留米慶士さんが「2022 
IEEE SMC Hiroshima Chapter 若手研究会」で奨励賞を受賞

■情報科学研究科の樋脇治教授が「バイオテックグランプリ2022」で最
優秀賞を受賞

■芸術学部の野田睦美准教授が「第76回新匠工芸会展」で大賞を受賞

■情報科学研究科（博士前期課程）1年の檜山稜太さんが「第21回情報科
学技術フォーラム」で奨励賞を受賞

■情報科学研究科の樋脇治教授が「BTCカンファレンス2022」でCIC賞
を受賞

■芸術学研究科（博士前期課程）１年の宇都宮朱里さんと川本実果さんが
現代絵画のコンクール「FACE2023」で入選

■芸術学部美術学科３年の齋藤大和さんが「第49回近代日本美術協会
展」で新人賞を受賞

■芸術学部の山浦めぐみ講師がケンシン地域振興財団が顕彰する「第38
回県民文化奨励賞」を受賞

■情報科学研究科（博士前期課程）2年の片岡あかりさんが「The 24th 
IEEE Hiroshima Section Student Symposium」でIEEE 
WIE 四国・福岡・広島支部賞を受賞

■南昌伸名誉教授が公益財団法人ひろしま文化振興財団が顕彰する「第
43回（令和４年度）広島文化賞」を受賞

※学年・職位は受賞当時

市大ニュース
■2022年度（令和４年度）大学院秋季入学式を挙行
　2022年10月３日（月）、本学講堂小ホールで2022年度（令和４年度）大学院
秋季入学式を挙行しました。

■第29回大学祭を開催
　2022年10月29日（土）・30日（日）、第29回市大祭を「泡沫」をテーマに開催
しました。３年ぶりに大学祭の通常開催を実施し、コロナ禍以前の来場者数に
迫る約2,500人の来場者を受け入れました。

■ホームカミングデー2022を開催
　2022年10月29日（土）、本学講堂小ホールでホームカミングデー2022を開
催しました。2022年度は、ホームカミングデーの企画「いちトーク」に加え、本
学修了生でグラフィックアーティストのSUIKO氏による特別講演を行いました。
延べ約50名の同窓生が参加し、懐かしい話に耳を傾けていました。

■軟式野球部が第45回全日本軟式野球選手権に出場
　2022年11月13日（日）から開催された第45回全日本大学軟式野球選手権
大会に出場しました。夏に続く全国大会出場で、同年度中に全国大会に連
続出場するのは創部以来初の快挙です。

■広島市立大学の地域貢献事業発表会2022を開催
　2022年11月18日（金）、広島市や広島広域都市圏内の市町、地域との連
携事業等を紹介し、本学と広島市各部局等との連携強化と行政課題解決に
向けた取り組みを推進することを目的として、「広島市立大学の地域貢献事
業発表会2022」を開催しました。広島市長をはじめ、約200人の職員の方が
来場され、学長講演、事例発表、パネル展示を聴講、観覧していただきました。

■2022年度（令和４年度）卒業式を挙行
　2023年3月23日（木）、卒業式を挙行し、晴れて卒業・修了を迎えた2022年
度の卒業生および博士前期・後期課程修了生に学位記が授与されました。

４月１日（土）～７日（金）
４月４日（火）

４月４日（火）～７日（金）
４月４日（火）～21日（金）

４月10日（月）
５月４日（木・みどりの日）
５月５日（金・こどもの日）

５月１８日（木）・１９日（金）・２２日（月）
５月23日（火）～６月２日（金）
６月５日（月）～６月９日（金）

６月14日（水）
７月17日（月・海の日）

７月17日（月）～７月28日（金）
７月31日（月）～８月９日（水）
８月10日（木）～９月29日（金）
８月14日（月）・15日（火）

９月25日（月）
9月25日（月）～10月13日（金）

前期（４月１日～９月30日）
春季休業
入学式
オリエンテーション・定期健康診断
前期履修手続期間
前期授業開始
木曜日の授業実施
金曜日の授業実施
全学休業日
補講週（６時限に補講を行う週）
第１ターム試験期間
開学記念日（授業実施）
月曜日の授業実施
補講週（６時限に補講を行う週）
前期定期試験
夏季休業
全学休業日
秋季卒業式
後期履修手続期間

2023年度　学年暦（前期）

区分
退職

退任

新任

昇任

うたかた

氏　名
前田　香織
藤坂　尚登

チャールズ・ウォーゼン
松本　良徳
丸橋　光生
前田　香織
津村　　浩
岩崎　貴宏
平尾　順平
長　　史隆
佐藤　倫治
長坂　有希
原田　翔太
友定　　睦
大場　静枝
内田　智之
小嵜　貴弘
前田　　力
河上　暁弘
神尾　武司
齋藤　　徹
長谷川義大
藤江竜太郎
伊藤　孝弘
鈴木　祐介

　　　　　　　　 職　名
情報科学研究科長
副理事（情報担当）、情報処理センター長
芸術学部教授
国際交流推進センター長
芸術学部助教
情報処理センター特任教授
国際センター特任教授
芸術学部准教授
社会連携センター特任准教授
国際学部講師
情報科学研究科講師
芸術学部講師
情報科学研究科助教
芸術学部助教
国際学部教授
情報科学研究科教授
情報科学研究科教授
芸術学部教授
広島平和研究所教授
情報科学研究科准教授
情報科学研究科准教授
情報科学研究科准教授
芸術学部准教授
情報科学研究科講師
情報科学研究科講師

教員の人事異動

氏名（敬称略） 学　位
博士（情報工学）
博士（情報科学）

佐々木　公
村井　研太

氏名（敬称略） 学　位
博士（芸術）
博士（芸術）
博士（芸術）

久保田寛子
松本　凌介
松本　千里

氏名（敬称略） 学　位
博士（情報科学）中村　伊吹

氏名
田村　慶一
渡辺　智恵
石光　俊介
吉田　幸弘
髙野　知佐
納島　正弘
市原　英行
永山　　忍
卜部　匡司
李　　在鎬
伊東　敏光
満上　育久
井上　智生
笠原　　浩
志水　児王

役職名
理事（研究・地域貢献担当）・副学長、大学評価・IRセンター長
理事（教育・学生支援担当）・副学長、教育基盤センター長

情報科学研究科長
芸術学部長
理事長補佐

副理事（広報担当）
副理事（情報担当）、情報処理センター長

副理事（教育推進担当）
副理事（教育支援担当）

副理事（国際担当）、国際センター長
芸術資料館長

情報科学研究科副研究科長
情報科学研究科副研究科長
芸術学部副学部長
芸術学部副学部長

役員等選任（変更分）

情報科学研究科 石光俊介 教授
『サウンドデザイン論』　2022年11月、養賢堂

この本  ～教員の著書紹介～

洋画家であり、京都芸術大学の講師でもある大路誠さん
に、現在のお仕事や市大の魅力について伺いました。

京都芸術大学の授業風景（講評会の様子）

研修旅行の際、野田弘志先生と

ゆう  ど
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